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あらまし：韓国語会話では，対人関係に応じた敬語とパンマルの使い分けや，視線などの非言語マナーの

調整が自然なコミュニケーションに不可欠である．本研究では，韓国語学習者を対象に，人型ロボット

Pepper と ChatGPT を活用した対話型トレーニングシステムを構築し，言語・非言語の使い分け習得に与

える影響を予備実験により検証した．ロールプレイ形式のトレーニングを通じて，敬語・パンマルの切り

替えや視線マナーへの意識向上が確認され，学習者からも肯定的な反応が得られた． 
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1. はじめに 
韓国語では，日本語以上に相手との関係性に応じ

て話し方を厳格に使い分ける必要がある（1）．具体的

には，目上の相手には「敬語」を用い，親しい関係

や年下の相手には「パンマル」と呼ばれるカジュア

ルな話し方を使う．これらの言語的スタイルに加え，

視線や表情といった非言語的マナーも，相手との関

係に応じて使い分ける必要がある．たとえば，目上

の人に対しては視線を控えめにし，友人などの親し

い相手とは自然に目を合わせながら話すといった文

化的慣習が存在する．このような対人関係に応じた

会話スタイルの切り替えが，韓国では円滑な人間関

係の構築に必要不可欠である． 
しかし，日本語を母語とする韓国語学習者にとっ

て，これらのマナーは直感的に理解しにくく，学習

の大きな障壁となっている．従来の学習環境では言

語的スキルと非言語的マナーを統合的に習得する機

会が限られている（2）． 
著者らは，韓国語学習者向けに視線と敬語使用の

トレーニングを統合した学習支援システムの構想を

提案している（3）．本研究はその着想をもとに，人型

ロボット Pepper と ChatGPT を組み合わせたトレー

ニング環境を構築し，韓国語初級学習者を対象とし

た予備実験を通して，その有効性を初期的に検証し

たものである． 
 

2. 関連研究 
従来の韓国語教育では，語彙・文法に比べて，文

脈に応じた敬語・パンマルの使い分けに関する教材

や指導が限定的であり，社会語用的な背景を理解し

にくいとされる（2）．近年は，AI や人型ロボットを活

用した言語教育が注目されつつあり，学習者の対話

行動や態度へのフィードバックを通じて，より文化

的に適切な運用を支援する試みも見られる（4）．しか

し，敬語とパンマル，非言語的行動の複合的な使い

分けを同時に支援するシステムは見当たらない． 
本研究はこれらの課題に対し，人型ロボットと生

成 AI を統合した学習環境の試作とその予備的評価

を通じて，文化的マナーを含めた韓国語運用力の育

成可能性を検討する． 
 

3. システム概要 
本トレーニングシステムは，以下の機能を有する： 

・ 視線トレーニング：Pepperによる顔追尾 

・ 会話トレーニング：背後タブレットの ChatGPT

アプリによる韓国語対話 

・ データ記録：視線・発話ログの収集（フィードバ

ック機能は開発中） 
 

4. 実験方法 
4.1 被験者 
被験者は，日本語を母語とする韓国語学習者 4 名

であり，いずれも韓国語学習歴 6 ヶ月以上 1 年未満

の大学生である．全員がハングル文字の読み書きと

基礎的表現を習得済みであるが，韓国語における敬

語・パンマルの使い分けや，視線マナーに関する体

系的な学習経験はないと自己申告している． 
なお，本研究は，事前・事後比較を行う単一群の

予備実験としてデザインした． 
4.2 実験手順 

本実験では，ロールプレイ型の対話トレーニング

を通じて，言語スタイルと視線マナーの使い分けに

関する変化を検証するものである．被験者は以下の

手順で実験に参加した． 
1. 事前アンケート（自己評価） 
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2. 敬語，視線の使い分けルールの学習 
3. 事前テスト：固定ダイアログによる発話 
4. トレーニングセッション：人型ロボット

Pepper との対話を通じ場面に応じた練習 
5. 事後テスト：同一スクリプトで再実施 
6. 事後アンケート 
トレーニングおよびテストに使用したスクリプト

は，以下の 2 場面×2 スタイル（敬語／パンマル）

の固定ダイアログである． 
・ 場面 1（食事シーン）：先生との会話（敬語）／

学生との会話（パンマル） 
・ 場面 2（家での日常会話）：親との会話（敬語）

／兄弟との会話（パンマル） 
いずれも，相手との関係性に応じた言語・非言語

表現の切り替えが求められる内容である．スクリプ

トは日本語訳と発音表記付きで事前に提示し，暗記

を許可した． 
 

4.3 評価方法 
定量評価は，事前・事後の発話映像をもとに，韓

国語学習歴 1 年以上の大学生 2 名によってルーブリ

ックに従い実施された．評価項目は以下の 3 点で，

各項目 10 点満点，合計 30 点とした． 
・ 敬語・パンマルの使い分けの正確さと適切さ 
・ 視線マナーの自然さと場面への適合 
・ 発話の表現力・自信・態度の自然さ 
加えて，自己評価式アンケートおよび自由記述に

よる定性的フィードバックを収集した．なお，本予

備実験では評価者の専門性および統計的検定に限界

があることを付記する． 
 

5. 結果と考察 
5.1 定量評価結果 
評価者 2 名によるルーブリック評価の結果，いず

れの評価項目においても，トレーニング後のスコア

が向上した．表 1 に，被験者 4 名の平均スコア（10
点満点×3 項目）を示す．視線マナーに関しては特

に顕著な改善が見られた．これは，Pepper の視線反

応機能が，学習者の非言語的注意喚起に寄与した可

能性を示唆する．また，敬語・パンマルに関しても，

明確なスタイル対比を行うトレーニングが有効であ

ったと推定される． 
 
表 1 ルーブリック評価の平均スコア（n = 4） 

評価項目(各項目 10 点満点) 事前 事後 差分 
敬語使い分け 9.0 10.0 +1.0 
視線マナー 6.25 8.75 +2.5 
表現力・自信 6.0 7.5 +1.5 
総合得点（/30） 21.25 26.25 +5.0 
 
5.2 アンケート結果 
自己評価式の 5 段階アンケートの結果も全項目に

おいて平均値が上昇し，主観的な意識変化が確認さ

れた．表 2 に主な設問の平均スコアを示す． 
 
表 2 アンケート項目の平均スコア（5 段階評価） 

設問 事前 事後 
敬語・パンマルを使い分ける自信がある 2.0 3.25 
相手に応じた話し方を意識できた 2.75 4.5 
視線マナーを会話中に意識できた 2.0 4.5 
トレーニングが役に立ったと感じる ‐ 4.25 

 
5.3 自由記述分析 

肯定的意見としては「視線が大事だと初めて感じ

た」「ロボットが相手で緊張せずに話せた」があった．

改善要望として「表情にも反応してほしい」との意

見があった． 
 

5.4 考察 
本予備実験では，限定的な条件下ではあるが，短

時間のトレーニングでも，敬語・パンマルの使い分

けや視線マナーの意識・行動に一定の変化を促すこ

とが確認された．ロボット支援型学習が学習者の意

識変化を促す可能性が示唆された．ただし，小規模

実験（n=4），対照群なし，評価者が韓国語の専門家

ではないこと，統計的検定未実施などの限界があり，

今後より厳密な検証が必要である． 
 

6. 結論と今後の展望 
本研究で実施した予備実験を通して，固定スクリ

プトを用いた AI・ロボット協調型トレーニングが，

韓国語初級者の敬語および視線マナー習得に効果的

である可能性が示された．今後は，この予備的知見

を踏まえ，より大規模かつ対照群を含む本格実験の

設計と実施に進めていく予定である．また，ChatGPT
との対話インターフェースやフィードバック機能に

ついては改善の余地があり，今後のシステム拡張が

課題である． 
本研究は JSPS 科研費 JP23K02646 の助成を受け

たものである．また，本研究に Pepper を貸与いただ
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